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編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年
105-8 中学校 社会 社会（歴史的分野） １−３

発行者の番号・略称 教科書の記号 ･番号 教科書名
17教出 歴史 017-72 中学社会 歴史 未来をひらく

１．編修の基本方針

学びのチカラで  人と社会を  未来へつなぐ
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。　

　この教科書は、教育基本法に示された「教育の目標（第２条の第１～５号）と、学習指導要領に
示された「歴史的分野の目標」を達成し、社会科のねらいである「社会的な見方・考え方を働か
せ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社
会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基
礎を育成する」ことを目ざして、以下の柱と三つの方針に基づき編修しています。

主権者として、ともに
生きる力を育む教科書

社会に関⼼をもち、多様な⼈々
と協働しながら諸課題の解決に
向けて⾃ら行動していこうとす
る態度を涵養します。
【学びに向かう⼒・⼈間性等】

〔育てたい⽣徒像〕

持続可能な社会を
創造する市⺠の育成

市⺠的教養の基礎・
基本が⾝につく教科書

社会の成り立ちと諸課題、その
解決に向けた世界の動きを理解
し、社会参画に向けて必要な技
能を⾝に付けることができます。

【知識・技能】

社会を読み解き、
学び合える教科書

社会の諸課題を捉え、その解決
に向けて協働しながら多⾯的・
多⾓的に考察し、持続可能な社
会の創造のために発信できる力
を育みます。
【思考⼒・判断⼒・表現⼒等】

「卒業後も、何度も読み返したく
なる教科書」を⽬ざしました！
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「問い」を軸にして課題解決的に追究していく構成

これから学習する時代をイメージしやすい資料を、「LOOK!」に
示された視点を手がかりに読み解き、問題意識を醸成しつつ、
単元（章）を貫く課題を捉え、共有します。

導入ページ導入ページ －課題を捉え、見通しを立てる

見通しをもって追究を進められるように以下を明示し
ています。
　・この単元を通して追究する問い
　・各節のタイトルとキーワード

社会を読み解き、学び合える教科書� 【思考力・判断力・表現力等】

単元（章）を通して課題解決的に学習を進められるようにして、課題を捉え、見通しを立て、解決していく力の育成が
図られるようにするとともに、「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習が促されるようにしました。

１時間の授業ごとの追究
課題を提示しています。

「確認 !」：学習したことを
確認し、整理します。
「表現 !」：学習したことを
活用し、⾃分で考え、言
葉で表現します。

本時ページ本時ページ －課題について追究する

章の最後に設けられてい
ます。学習内容を振り返
り、基礎・基本の定着を
図ります。また、「歴史的
な見方・考え方」を働か
せて時代の転換点や特
色を考察し、表現する学
習活動を行います。

学習のまとめと表現学習のまとめと表現

HOP!
知識・技能

STEP!①
STEP!②

思考力・判断力・表現力等

JUMP!
思考力・判断力・表現力等
（時代の転換点・特色を表現）

学習のまとめと表現の流れ

「LOOK!」は、変化、差異、比較な
ど「見方・考え方」を働かせな
がら導入資料を読み解くことを
促します。

p.20-21

p.56-58

p.22-23
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市民的教養の基礎・基本が身につく教科書� 【知識・技能】

「何を学ぶか」「どのように学ぶか」をわかりやすく示した基礎・基本がしっかりと
身につく紙面構成

歴史の学習で身に付けさせたい“技”を磨く「歴史の技」

「歴史の技」を掲載した全てのページで、
二次元コードから関連する内容の動画を
見て理解を深められるようにしています。

８か所に
掲載

１単位時間を見開き２ページとし、文章や資料の読解を通して基礎的・基本的な知識・技能の習得を図れるように、
また、習得した知識・技能を活用して⾃分の考えを表現する活動が促されるように配慮して紙⾯を構成しています。

個⼈やグループでの活動を通じて、歴史の学習で⾝に付けたい技能や表現力を養うコーナーを充実させています。

▲LOOK!　追究のきっかけとなる視点を提示。
（p.60） 〈「学習のはじめに」に掲載〉

▲ THINK!　追究に使う資料
の読み取り・考察のポイントを
提示。（p.75）

▲TRY!　学習を深めたり、歴史から学んだこと
を生かして今の社会の課題について考えたりす
る視点を提示。（p.91） 〈特設ページに掲載〉

タイトル　学習内容を象徴する言葉を用い、関⼼・意欲を喚起します。
学習課題　この時間で何を追究していくのかを示して学習を見通します。
時代スケール　この時間で学習する時期を意識することができます。

確認と表現　「確認!」は、この時間に学習したことを確認・整理し、
「表現!」は、学習してきたことを活用して表現することを促します。

参照ページ
内容が関連し
ているページ
や、参考にな
る巻末資料
のページを示
しています。

資料ナンバー
本文との関連を
示しています。

導入資料・
中心資料
この時間の学
習のきっかけ
や追究の中⼼
となるような
資料です。読
み解く視点を
キャラクター
が語ります。

歴史の窓
視点を変えて
学習内容を捉
え直すコラム
です。

側注解説
本文の記述や
言葉を補足し
て詳しく解説
したものです。

p.219 p.41

p.64-65
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社会への関心を高め、自ら行動していこうとする態度を涵養するページが充実

ICTを活用する「まなびリンク」

小学校との接続、他分野との連携（カリキュラム・マネジメント）

主権者として、ともに生きる力を育む教科書�【学びに向かう力・人間性等】

その他の主な特色

巻末の「歴史学習の終わりに」のページでは、学習したことをヒントに、社会
的な課題の解決に向けて、SDGsの17の目標も参考にテーマを設定し、考察と表
現を行う学習活動に取り組みます。

小学校の学習で登場した⼈物
であることをマークで示して、
学習を振り返るきっかけにな
るようにしています。

そのページの学習
内容と関わりのあ
る他分野の学習内
容を示して、接続・
連携を図りやすく
しています。

紙⾯に印刷された二次元コードから各種
のコンテンツにアクセスして、学習に活
用することができます。

第１章の「歴史ゲームで遊ぼう」では、小学校での学習を、ゲームを楽しみながら振り返る活動を紹介しています。
「歴史にアプローチ」では、小学校で働かせた「見方・考え方」を振り返るとともに、中学校の学習で働かせていく
「見方・考え方」を紹介しています。

「私たちの生きる時代へ」は、地理・公民の学習と連携を図りながら、
現代社会のあり方を多⾯的・多⾓的に考察できるページの一例です。

▲これらのマークは、二次元コードの
コンテンツの種類を表しています。

ここから 
見られます

地理：自然災害

公民：資源・エネルギー

歴史：現代社会の課題

p.108

公民 p.220地理 p.156

p.9p.4-5

p.287 p.288-289

歴史 p.278-279
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図書の構成・内容 特に意を用いた点と特色 該当箇所
第1章
　歴史のとらえ方・
　調べ方

〇小学校で学習した⼈物や文化財、できごとなどを振り返りながら、⼈類の歴史への関
⼼が高まるように構成しました。（1号）

○日本の主な文化遺産を豊富に掲載し、国宝・重要文化財、世界遺産にマークを付けて
紹介することで、伝統文化の意義や継承への理解が深まるようにしました。（5号）

○「⾝近な地域の歴史を調べよう」の学習では、郷土を愛する⼼を育むとともに、学校
外で活動する際に留意すべきマナーも⾝に付くようにしました。（1、3、5号）

p.2～7

全体

p.12～18

第２章　
　原始・古代の日本と
　世界

〇「東北地方の歴史を調べよう」の特設ページなどを通して、歴史の謎を紐解く楽しさ
を実感できるように工夫しました。（1号）

○古事記・日本書紀に記された神話を詳しく取り上げ、「黄泉の国の物語」などを通して、
古代の⼈々の信仰やものの見方についてとらえられるように構成しました。（5号）

p.19～58

p.52～53

第３章
　中世の日本と世界

〇鎌倉・室町文化について詳しく取り上げ、現在の文化との結びつきについてとらえら
れるようにしました。（5号）

p.70～71
p.86～87

第４章　
　近世の日本と世界

〇すべての⼈の権利が守られる差別のない社会を実現していくために、特に女性やアイヌ
民族、琉球王国がおかれていた立場について理解が深まるようにしました。（3号）

○桃山・元禄・化政文化について詳しく取り上げ、日本の伝統文化の特徴や、現在の文
化との結びつきについて捉えられるようにしました。（5号）

p.122～125

p.112～113
p.128～129
p.136～137

第５章　
　日本の近代化と
　国際社会

〇日本の開国から立憲国家の成立、国際的地位の向上までの道程を詳しく取り上げ、日
本の近代化の歩みを国際情勢と関わらせてとらえられるようにしました。（1、5号）

○日本の公害問題の原点といわれる足尾鉱毒事件について取り上げ、環境保全への取り
組みの歴史的背景について理解が深まるようにしました。（4号）

p.158～201

p.196～197

第６章
　二度の世界大戦と
　日本

〇大正時代に増加したサラリーマンや女性の社会進出について取り上げ、社会の変化と
⼈々の生活・職業との関わりをとらえられるようにしました。（2、3号）

○東アジア地域と日本との歴史的交流や軋轢について詳しく取り上げ、これからの関係
構築や、課題の解決に向けた考察が深まるようにしました。（1、5号）

p.222～223

p.208～247

第７章
　現代の日本と世界

〇⼈類の生命と安全への脅威である核兵器の廃絶に向けた様々な取り組みから学ぶ
ことを通して、平和を希求することの意義について考察が深まるようにしました。 
（4、5号）
○日本式点字を開発した⼈物を紹介するとともに、点字についての理解を促す資料を掲
載し、共に生きる社会のあり方について関⼼が高まるように工夫しました。（2、3号）

○北方領土や竹島、尖閣諸島をめぐる課題を詳しく取り上げ、対立の現状やその歴史的
経緯、平和的解決へのあり方についての認識が深まるようにしました。（1、5号）

p.282～283

p.283

p.266～267

歴史学習の
終わりに

〇これからの社会を築いていくために、社会とどのように関わればよいかを考察する学
習活動を設けて、公民的分野の学習への接続が図られるように構成しました。（3号）

p.287～291

巻末資料 ○世界地図の歴史や、郷土の代表的な文化財・旧跡を紹介し、科学的真理の探究や、文
化遺産の保全について素養が深まるように工夫しました。（1、5号）

巻末4～6

特別支援教育に
関わる配慮

・色覚の個⼈差を問わず、より多くの⼈に見やすいカラーユニバーサルデザインに基づく配色にして
います。

・紙⾯でもデジタル画⾯でも見やすく読みやすいユニバーサルデザイン・フォントを使用しています。
・見開き単位で資料に通し番号を示すことで、資料と本文との関係を理解しやすくしています。
・キャラクターのふきだしの文章は、読みやすさを考慮して改行しています。

社会の多様性への配慮 ・キャラクターのイラストは、性差や障がいの有無などに関わらず、多様な生徒が互いに協力し合い
ながら学習に取り組む様子を描写しています。また、在日外国籍の⼈たち、アイヌ民族の⼈たちな
どの社会的少数者をめぐる歴史や残された課題について理解し、考えることができるように編修し
ています。

用紙・印刷・造本 ・丈夫で軽量かつ写真などの表現力に優れた用紙を使用し、鮮明に印刷されています。
・環境への負荷を軽減するために、再生紙を使用し、印刷は植物油インキを使用しています。
・判型は、資料を大きく掲載できる幅広のAB判で、長期間の使用にも耐えうる堅固な製本です。

教育の ICT化への対応 ・教科書に準拠した指導者用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書（＋教材）を発行します。指導
者用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書の教材版には、動画、アニメーション、フラッシュ
型教材などの各種のコンテンツや機能を搭載します。

２．対照表

３．上記の記載以外に特に意を用いた点や特色
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 「問い」を軸にして課題解決的に追究していく構成
単元（章）を通して課題解決的に学習を進められるようにして、主権者・市民として必要な、課題を捉え、見通しを
立て、主体的に解決していく力の育成が図られるようにしました。

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

学習指導要領との関係

受理番号 学校 教科 種目 学年
105-8 中学校 社会 社会（歴史的分野） １−３

発行者の番号・略称 教科書の記号 ･番号 教科書名
17教出 歴史 017-72 中学社会 歴史 未来をひらく

❶	 章の学習を見通す導入ページ	
	 「学習のはじめに」
章の学習内容をイメージできるような資料を中⼼に構成
しています。資料の読み解きの活動を通じて、生徒が興
味・関⼼や見通しをもって、章の学習に取り組むことが
できるようにしています。

次の章へ

❹	 章・節の学習を振り返るページ「学習のまとめと表現」
各章の終わりに設けた、章全体の学習を振り返って整理するコーナーです。
節の学習を振り返る「HOP!」、資料から時代の特色をつかむ「STEP!１」
と「STEP!２」、そして、時代の転換点・特色を考察し、「章を貫く問い」と
向き合う「JUMP!」の３段階の構成で、基礎・基本の定着と次章への準備
が確実に図れます。

❷	「本時ページ」
見開き２ページ=１単位時間の構成で、見開きごとに「学習課題」
（学習の見通し）と、それに対応するスモールステップ「確認／表
現」（振り返り）を設け、生徒の主体的な学習を促します。

❸	 視点を変えて学習を捉え直す「特設ページ」
本時で学習した内容について、視点を変えて捉え直すことが
できるテーマを設定しました。生徒にとって⾝近な話題と照
らし合わせ、多⾯的・多⾓的に考察できるようにしています。

本時の見通しを示す
「学習課題」

本時の学習内容を確認し、⾃分
の言葉で表現する「確認」「表現」

❶	 	課題を捉える

❹	 	振り返り整理・考察する

❸	 	捉え直して考察する
❷	 	課題を解決する

章の流れ

p.59-61 p.95

p.88-89

p.92-93

p.64-65
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 「歴史的な見方・考え方」を働かせた「深い学び」を支援

 「対話的な学び」を促す多様な活動例を紹介

 現代の諸課題の解決に向けて社会に参画していく意識や態度を涵養

中学校の「歴史的な見方・考え方」を働かせた学びを、効果的に進められるようにしています。

第１章の「身近な地域の歴史を調べよう」では、⾝近な地域
の歴史を調べる学習活動の中で、対話的な学びの進め方の例
を紹介し、生徒が関⼼や意欲を高められるようにしています。

　　　 　「歴史学習の
終わりに」のページでは、
日本の歴史の大きな流れ
を振り返り、これまで学
習してきたことを活かし
て、現代社会の課題につ
いて、SDGsの視点から
問いを立てて調査・考察
し、発表・交流する学習
活動を紹介しています。

SDGs

　　　　　　　　  　
部落差別の問題や、アイヌ民族、琉
球王国、在日韓国・朝鮮⼈の歴史
と、それらに関わる現代の社会的
課題を扱い、⼈権尊重・多文化共
生の意識を高められるようにして
います。 p.80-81、 87、 122-123、 125、
167、 174-175、 176-177、 178-179、 192-193、
220-221、 255、 277、 280-281 ほか

人権・多文化共生

第１章の「歴史にアプ
ローチ」では、中学
校の学習で働かせて
いく「見方・考え方」
を詳しく紹介してい
ます。

各章末ではその時代の特色について振り返り、次章のとびらでは
資料の読み解きを通して時代の変化について考察する構成にして、
「見方・考え方」を働かせた学習が促されるようにしています。p.9

p.122-123

p.80-81

p.288-289

p.237

p.94-95

p.14

p.18

特設ページ
に SDGs の
目標と関わ
りの深い学
習内容があ
る場合は、右
ページの下
にマークを
掲載してい
ます。
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19か所に
掲載

　
　　　　　　  　我が国の国境・領土確定の歴
史的経緯を学ぶことを通して、現代の領土問題・
領土をめぐる課題についての正しい理解につな
がるようにしています。
p.174-175、 261、 266

我が国の領土

「歴史の窓」　本文内容からさらに
一歩進んで学びを掘り下げ、視点を
変えたり広げたりできるコラムを
充実させています。

　　　　　　　　　　　　　公害の問題やその
克服に向けた取り組みを扱っています。また、江
戸の暮らしから循環型社会について学ぶ特設
ページを設けています。資源・エネルギー問題
については、エネルギー政策上の安全確保の課
題について触れています。
p.139、 191、 197、 241、 269、 279、 281 ほか

　　　　　 　
・文化史を詳しく扱っています。また、古事記・
日本書紀に記された神話を詳しく取り上げ、古
代の⼈々の信仰やものの見方について捉えられ
るようにしています。 p.41、 46-47、 50-51、 52-53、
70-71、 86-87、 112-113、 128-129、 198－199、 222-223、	
270-271 ほか
・小学校で学習した⼈物や文化財を振り返りな
がら、中学校の歴史学習への関⼼が高まるよう
に構成しています。 p.4-7
・巻末の歴史年表では、各時代の文化をめぐる
動きについて、欄を設けて一覧できるようにして
います。  巻末2-3
・世界遺産、国宝、重要文化財の写真にはそれ
ぞれマークを付けて、伝統・文化に対する関⼼
が高まるようにしています。  Ⅳ（凡例 ）
・⾝近な地域の歴史を調べる学習を、具体的な
例とともに設けて、郷土の伝統・文化への関⼼
を高めるとともに、それらを調べる技能を⾝に付
けることができるようにしています。 p.12-18、
54-55、 90-91、 176-177、 178-179、 224-225、 272-273

　　　 　メディアの発達や、その社会に及ぼし
てきた影響について取り上げています。
p.219、 222-223、 235、 242、 270 

　　　　　  　災害や復興に尽くした⼈物、災害
の記憶の継承などを取り上げ、災害・防災につ
いて多⾯的に理解し考えることができるように
しています。
p.223、 236、 278-279

　

環境、資源・エネルギー

伝統・文化

情 報

防災・安全

p.271

p.236-237

p.112-113

p.223

p.270

p.12-13

p.269
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「学習のまとめと表現」　章の最後に設けられています。学習内容を
振り返り、基礎・基本の定着とその活用を図ります。
この編修趣意書のp.1参照

「歴史の技」　⾝に付けたい技能や表現力
を養うコーナーを充実させています。

学校図書館を活用しよう��������� p.13
インターネットを活用しよう������� p.13
地図を読み解こう������������ p.25
系図を読み解こう������������ p.41
絵巻物を読み解こう����������� p.68
絵・風刺画を読み解こう�������� p.101
狂歌を読み解こう����������� p.133
新聞を読み解こう����������� p.219

側注の用語解説　難解な用語や
補足説明が必要な事項には、丁寧
な用語解説を掲載し、確かな学び
を支えます。

「身近な地域の歴史を調べよう」　
⾝に付けたい技能を、地域の歴史
調査を例にして具体的に紹介し
ています。 p.12-18

基礎的・基本的な知識・技能の習得への配慮

小・中学校、他分野との接続・連携　　

巻頭の「歴史ゲームで遊ぼう」では、⼈物や文化財
を中⼼とした小学校での学習を、ゲームを楽しみなが
ら振り返る活動を紹介しています。

まなびリンク　　
紙⾯に印刷された二次元コード
から各種のコンテンツにアクセ
スして、学習に活用することがで
きます。

デジタル教科書・教材　
教科書に準拠した指導者用デジタル教科書、学習者用デジタル教
科書（＋教材）を発行します。指導者用デジタル教科書、学習者用
デジタル教科書の教材版には、動画、アニメーション、フラッシュ
型教材などの各種のコンテンツや機能を搭載します。

特設ページの見開き左ペー
ジ下「関連」には、その時間
の学習内容と関連する他分
野の学習を示しています。

カリキュラム・マネジメントへの配慮

教育の ICT化への対応

その他

▲これらのマークは、二次元
コードのコンテンツの種類を
表しています。

▲ クイズ

▲

 動画
二次元コードを
23か所に掲載

・学校教育法施行規則が定める教科の授業時数を踏まえて編修しています。
・内容の程度・範囲は、学習指導要領に示された内容に準拠しています。
・本文は見開き２ページで１単位時間を原則にしています。
・文章は、中学生の発達段階を考慮した、平易な表現にしています。
・見開き単位で資料に通し番号を示すことで、資料と本文との関係を理解しやすくしています。

● 内容の程度・分量

・見開きを単位とした紙⾯を、本文と資料をフォントやポイントの違いにより明確に区分したり、整理・
パターン化したりしたレイアウトでデザインすることで、視認性がより高まるように配慮しています。
・色覚の個⼈差を問わず、より多くの⼈に見やすいカラーユニバーサルデザインに基づく配色です。
・紙⾯でもデジタル画⾯でも見やすく読みやすいユニバーサルデザイン・フォントを使用しています。
・キャラクターのふきだしの文章は、読みやすさを考慮して改行しています。

● 特別支援教育に
　 関わる配慮

p.4 p.200
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・キャラクターのイラストは、性差や障がいの有無などに関わらず、多様な生徒が互いに協力し合いな
がら学習に取り組む様子を描写しています。
・アイヌ民族の⼈たち、在日外国籍の⼈たちなどの社会的少数者の歴史と、それらに関わる現代の社
会的課題を扱い、⼈権尊重・多文化共生に向けた意識を高められるようにしています。

・丈夫で軽量かつ写真などの表現力に優れた用紙を使用し、鮮明に印刷されています。
・環境への負荷を軽減するために、再生紙を使用し、印刷は植物油インキを使用しています。
・資料を大きく掲載できる幅広の判型（AB判）で、長期間の使用にも耐えうる堅固な製本です。

●  社会の多様性への 
配慮

●用紙・印刷・造本

教科書の単元配列 配当時数 学習指導要領の内容 該当箇所
第１章 歴史のとらえ方・調べ方  【６】 p.2
１節　私たちと歴史　 ３ Ａ（１） p.2-11
２節　⾝近な地域の歴史を調べよう ３ Ａ（２） p.12-18

第２章　原始・古代の日本と世界　 【18】 p.19
第２章の学習のはじめに　 1 Ｂ（１） p.20-21
１節　⼈類の出現と文明のおこり　 5 Ｂ（１） p.22-31
２節　日本の成り立ちと倭の王権　 3 Ｂ（１） p.32-37
３節　大帝国の出現と律令国家の形成　 3 Ｂ（１） p.38-43
４節　貴族社会の発展　 4 Ｂ（１） p.44-55
学習のまとめと表現 2 Ａ（１）、Ｂ（１） p.56-58

第３章　中世の日本と世界　 【16】 p.59
第３章の学習のはじめに　 1 Ｂ（２） p.60-61
１節　武家政治の始まり　 5 Ｂ（２） p.62-71
２節　ユーラシアの動きと武家政治の変化　 5 Ｂ（２） p.72-81
３節　結びつく民衆と下剋上の社会　 3 Ｂ（２） p.82-91
学習のまとめと表現 2 Ａ（１）、Ｂ（２） p.92-94

第４章　近世の日本と世界 【21】 p.95
第４章の学習のはじめに　 1 Ｂ（３） p.96-97
１節　結びつく世界との出会い　 4 Ｂ（３） p.98-107
２節　天下統一への歩み　 3 Ｂ（３） p.108-113
３節　幕藩体制の確立と「鎖国」　 5 Ｂ（３） p.114-125
４節　経済の成長と幕政の改革　 6 Ｂ（３） p.126-139
学習のまとめと表現 2 Ａ（１）、Ｂ（３） p.140-142

第５章　日本の近代化と国際社会　 【26】 　 p.143
第５章の学習のはじめに　　 1 Ｃ（１） p.144-145
１節　近代世界の確立とアジア　 5 Ｃ（１） p.146-157
２節　開国と幕府政治の終わり　 3 Ｃ（１） p.158-165
３節　明治維新と立憲国家への歩み　 7 Ｃ（１） p.166-183
４節　激動する東アジアと日清・日露戦争　 5 Ｃ（１） p.184-193
５節　近代の産業と文化の発展　 3 Ｃ（１） p.194-201
学習のまとめと表現 2 Ａ（１）、Ｃ（１） p.202-204

第６章　二度の世界大戦と日本　 【20】 p.205
第６章の学習のはじめに　 1 Ｃ（１） p.206-207
１節　第一次世界大戦と民族独立の動き　 5 Ｃ（１） p.208-217
２節　大正デモクラシー　 3 Ｃ（１） p.218-225
３節　恐慌から戦争へ　 5 Ｃ（１） p.226-237
４節　第二次世界大戦と日本の敗戦　 4 Ｃ（１） p.238-247
学習のまとめと表現 2 Ａ（１）、Ｃ（１） p.248-250

第７章　現代の日本と世界　 【15】 p.251
第７章の学習のはじめに　　 １ Ｃ（２） p.252-253
１節　日本の民主化と冷戦　 4 Ｃ（２） p.254-261
２節　世界の多極化と日本　 4 Ｃ（２） p.262-273
３節　冷戦の終結とこれからの日本　 4 Ｃ（２） p.274-283
学習のまとめと表現 2 Ａ（１）、Ｃ（２） p.284-286

歴史学習の終わりに　～歴史を振り返って、未来を構想しよう～ 3 Ｃ（２） p.287-291
巻末資料：江戸時代の産業と交通 /昔の国と、都道府県の対照図 /
歴史年表 /世界地図の歴史 /各地の主な遺跡・史跡・できごと

計125
（予備 10） 巻末 1-6


